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会 川越クラブ会長：   利根川 太郎  主題「ワイズメンの原点に立ち返ろう。」 
～楽しく交流・川越ＹＭＣＡの支援・国際交流の充実～ 

副会長   松川 厚子     国際会長: Edward Ong エドワード・オン (シンガポール) 

会 計    吉田 公代            主題  “Faith, Love, Action”  『信念、愛、行動』 

スローガン “Together Stronger”  『共に、より強く』 

書 記   吉野 勝三郎    アジア太平洋地域会長:  田上 正（熊本むさしクラブ）  

                                      主題 “Act now with faith and love!”   『信念と愛を持って行動しよう！』 

スローガン “Contribute to local society together with YMCA and Youth!” 

『YMCA、ユースと共に地域社会に貢献しよう！』 

東日本区理事：山下 真 （十勝クラブ） 

                                主題 『ワイズのらしさ再発見』  “Rediscovering Y's Uniqueness” 

スローガン Change！ 

 

8月の聖句 

テサロニケの信徒への手紙Ⅰ 5章 16-18 節 

いつも喜んで居なさい。 

絶えず祈りなさい。 

どんなことにも感謝しなさい。 

これこそ、キリスト・イエスにおいて 

神があなたがたに望んでおられることです。 

  

Rejoice always, 

Pray without ceasing, 

In everything give thanks; 

For this is the will of God in Christ Jesus for you. 

 

(ThessaloniansⅠ 5:16-18) 

 

 

7 月統計（7月 26 日） 

 
 出席者 ８名 出席率 80％  

 

川越クラブ 7月例会報告 

会長 利根川太郎 

 
日時：2025年 7月 26日（土）14:00～16:00 
会場：川越 YMCA 
 
１．議事・報告 

（１）関東東部第 1回評議会報告 

ワイズの信条の唱和について 

・通常例会での唱和は取りやめる 

（２）2025-2026 クラブ会計の予算・決算報告 

・2024-2025年度決算報告 承認 

・2025-2026年度予算案承認 会費は 4万円 

・コーヒーの販売予想数は 36袋とした。 

次回はＹＭＣＡフェスティバルで販売 

 ・会費の内 20,850円は東日本区等への送金。 

（３）2025-2026年度ファンド会計の予算・決算報告 

・2024-2025年度会計報告 承認 

・2025－2026年度からイモの子作業所への配 

送依頼を止め農園から直接配送する。 

・川越ＹＭＣＡ資金支援 クローバークラス 

の定額補助 50,000 円を含め 100,000 円を 

上限とする。 

・アジア太平洋地区大会熊本大会で、いも菓 

子販売をする。 

（４）川越ワイズメンズクラブ会則を二階キャビネ

ットに収納 

（５）2025-2026年度の活動について 

・11／3チャリティラン、11／23ＹＭＣＡフェ 

スティバル、12／20クリスマス例会 

 ・3／28春の研修会（クローバーバス旅行）、 

・3／アースディ、4／ブルーマルシェ 

・4／25Ｗ４Ｗ（例会）日程等はいずれも予定

活動案 

・卓話 滑川光裕氏(嘉悦大学) 滑川氏のご母 

堂(英語の幼児教育の先駆者) 

・お茶会(アフタヌーンティー)やお茶会付きの 

卓話 

・クラブメンバーだけのカラオケ 

・明治製菓工場見学や三冨今昔村訪問など 

・お散歩例会、動物園 

（６）メンバーからの報告 

・新井さんから ボビー・オグワンさんがふじ幼稚園

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA     AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB 
 

 

 

 

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 
c/o Kawagoe YMCA, 7-16 Sugawara-cho, Kawagoe, Saitama 350-0046 Japan 



に続いて、神戸幼稚園が訪問とプログラムを実施を引

き受けた。千代田園長より埼玉園長会議に紹介があり、

さらに数園で訪問と講演が実施されるかもしれない。 

・吉野さんからＹＭＣＡについて報告 

ＹＭＣＡプログラムで 7／26オレゴンキャンプに出発

した。 

ＹＭＣＡ職員が不足している。産休対応などに課題が

ある。 

可能な方は協力会員への登録をお願いしたい。 

２．次回例会日程 

・日時 2025年 8月 23日(土)14：00～16：00 

場所 トリコロール（川越丸広 2Ｆ）現地集合 

３．YMCA報告 

・7／24～8／13夏休みプログラム  

トータル 290 名の参加  

8／19～通常プログラム 

４．次号リレー随想 執筆者確認 

利根川恵子 

 

第 31回アジア太平洋地域大会報告 
山本剛史郎 

2025 年 8 月 1 日（金）～8 月 3 日（日）、第 31 回アジ

ア太平洋地域大会が熊本で行われました。今回、18 か

国・地域から 583名（公式発表）もの人々が集まり、川越ク

ラブからも利根川太郎会長、利根川恵子さん、新井壽代

さん、新井賢二さん、吉野勝三郎さん、山本剛史郎の６名

が参加しました。 

今大会では物販ブースは設定されていませんでしたが、

熊本ジェーンズワイズメンズクラブのご好意により、大会Ｔ

シャツ販売の傍らで「川越いも菓子」の販売をさせていた

だきました。「熊本で川越イモ？」と訝られながらもワイズメ

ンの広い心で購入いただき、持ち込んだ 49 袋を売り切る

ことができました。紙面を借りまして、ご関係の皆様と参加

いただいた皆様に深く感謝いたします。 

 

私は 8月 1日の 10時 05分に羽田空港発の飛行機に

乗って熊本に行ったため、会場の熊本城ホールには開会

式の 10 分前、12 時 50 分頃に到着しました。すぐに開会

式となりバナー入場、開会宣言、ワイズソング斉唱など開

会式が行われ、その後に国際会長エドワード・オングさん

の就任式が行われた。司式者は元国際会長の藤井寛敏

さん（東京江東）で厳粛に行われたが、最後に藤井さんが

新しい国際会長のオングさんに応援団長のように「フレー、

フレー、オング！」と会場全体を巻き込んでエールを送る

というパフォーマンスがみんなの笑顔を誘い、最後は賑や

かに締めくくりました。その後、それに引き続いて、アジア

太平洋地域会長、田上正さんの就任式が行われました。 

 
（国際会長エドワード・オングさんにエールを送る藤井

寛敏さん） 

 

大会の基調講演として、「ワイズによるラオスでの

YMCA 設立」と題して、大野嘉宏さん（在京都ラオス名誉

領事、元西日本区理事、京都パレスクラブ）が話をしまし

た。これは大野さんが中心となって進めているラオスに

YMCA ホテル学校を設立する取り組みについての講演

でした。ラオスは東南アジアで唯一 YMCA、ワイズメンズ

クラブが存在しない国で、そこにはベトナム戦争などの歴

史的背景や根強い仏教国ということからキリスト教への強

い反発や偏見があり、YMCAを設立することができません

でした。大野さんは長年、ラオスとの関係やつながりから

YMCA ホテル学校を設立する努力をしてきていますが、

次々と起こる問題に対して現在もなお格闘している状況で、

まだまだ厳しいがそれを乗り越えて実現したいという熱い

思いを語ってくれました。 

 
（川越クラブのメンバーでの記念写真） 

 

さて、初日の夜は IPAP（直前地域会長）Night というこ

とで晩餐会が行われました。晩餐会の最初にはサプライズ

ゲストとして ”くまモン” が登場し、会場を盛り上げました。

また、文化交流ということで各区からの出し物披露が行わ

れ、ダンスや西日本区の相撲パフォーマンスが行われる

中、東日本区からは全員で「花が咲く」を合唱しました。 



 
（東日本区の出し物「花が咲く」の合唱 

） 

 
（初日の晩餐会「IPAP（直前会長） Night」での写真） 

 

さて、2 日目、8 月 2 日はエクスカーションということで、

「第 1 コース 阿蘇巡りツアー」、「第 2 コース 八千代座酒

蔵ツアー」、「第 3コース 通潤橋ツアー」、「第 4コース 熊

本城ぶらり歩きツアー」、「第 5コース ワイズ・ミュージック・

フェス」の５つのコースが用意されていましたが、私は「通

潤橋ツアー」に参加しました。このコースは水前寺公園と

通潤橋を巡るもので、私はこれまで３回、熊本を訪れてい

ますが、水前寺公園も通潤橋に行くのも今回が初めてで

した。特に通潤橋は以前から見てみたいと思っており、今

回、それが実現しました。通潤橋はいわゆる水道橋で水

源の乏しい台地に田や畑ができるように川の上を横切る

形で作られた橋です。橋の長さ約 78.0m、橋の幅 6.6m、

橋の高さ約 21.3m、アーチの半径約 28.1mで、その橋の

真ん中から水道管を掃除する目的で放水する姿が有名

で、観光スポットとなっています。通潤橋の放水は 13時か

ら約 15 分間行われるのですが、思ったより大きな橋から

大量の水が放水されるのはなかなかの迫力でした。また、

この橋が江戸時代末期の 1854年に作られたというのもお

どろきでした。 

 
（放水する通潤橋） 

  

 2日目の夜は AP（地域会長） Night という晩餐会が行

われました。前日とは全く別の席でメンバーも変わりました

が、それはそれで楽しく過ごせました。この日の晩餐会は

別の場所で行われていた AYC（アジア太平洋地域ユース

大会）に参加していたユースのみなさんが参加しました。  

 このような東日本区大会、東西日本区交流会、アジア太

平洋地域大会、国際大会などの外に向かって出かけてい

くことの楽しみの一つに、様々な知り合いが増えること、そ

して知り合いに再会できることがあります。今回も日本各

地から、そして世界から集まってきたワイズの仲間に会え

たことがとても楽しい思い出として残りました。 
 

 
（山本・中井西日本区理事・新井さん・相磯直前部長） 

 

8 月 1 日～3 日、火の国まつりが行われており、8 月 2

日の夜はこのまつりのメインイベント「おてもやん総おどり」

が行われ、私たちが晩餐会を行っていたホテルの目の前

で大変ににぎわっていた。約 50 の団体、5,000 人以上の



人々が各自工夫を凝らしたおどりを熊本民謡「おてもや

ん」に合わせて踊るというお祭りでした。私たちも晩餐会後、

ホテルまでぶらぶらと歩きながら、お祭りを楽しみました。 

 
（火の国まつりの「おてもやん総おどり」） 

 

3 日目、8 月 3 日は川上直哉牧師（石巻広域）による礼

拝から始まりました。多様性を否定し、他者への共感性を

否定する社会への問題を現在の石巻の状況と絡めての

話で、改めてワイズメンズクラブの大切にする価値観を考

えさせられました。国際書記からの報告、AYC（アジア太

平洋地域ユース大会）報告などが続き、閉会式が行われ

ました。また、2026 年の国際大会の宣伝がありました。

2026年9月10日～13日、ドバイにて国際大会が行われ

るそうです。また、東日本区大会は 2026 年 6 月 6 日、宮

城県石巻にて行われます。やはり、ワイズの素晴らしさとし

て、社会への奉仕活動と共に多くの人々との交流があるこ

とを改めて感じさせる良い大会となりました。 

 

国際の舞台から  

 

世界の仲間が熊本にー国際立法協議会および第 31

回アジア太平洋地域大会 

 利根川恵子 

去る 8 月 1 日から 3 日にかけて、熊本で、国際立法議

会と第 31 回アジア太平洋地域大会が開催されました。ア

ジア太平洋地域大会については、山本剛史郎さんが詳細

な報告を書いてくださいましたので、私は主に国際議員研

修会および立法協議会と同地域大会での通訳について

報告させていただきます。 

私は、7月 27日から熊本に行き、8月 1日まで、国際議

員研修会および立法協議会（国際議会）の運営を裏方で

お手伝いしました。立法協議会は国際執行役員（直前、

現、次期国際会長プラス国際会計、国際書記長）と 8名の

国際立法協議会代表者（地域会長）で構成されています。

半数近くが新しく国際議員となったため、一日目は研修の

みで、現在国際レベルで推進されている「政策 2032」の説

明などが行われ、二日目から議案審議に入りました。審議

後可決された議案数は 30本以上もあり、詳細はＹＭＩワー

ルドで報告されます。 

さて、ワイズメンズクラブの国際大会は英語で行われる

ため、本アジア太平洋大会も、司会も登壇者も英語が基

本でした。私は、田尻忠邦ワイズ（大阪クラブ）、岡野泰和

ワイズ（大阪土佐堀）、小渕直一ワイズ（大阪西）とローテ

ーションを組み、通訳ブースで英語から日本語への通訳

を担当いたしました。日本のワイズの方が安心して大会に

参加し、十分な成果を得られるようにお手伝いできることを

毎回うれしく思っています。特に今回は事務局のご協力で、

事前に資料がかなり入手できましたので、通訳箇所の分

担や自分の担当箇所の準備を整えて臨むことができまし

た。 

 次回の国際大会は 2026年 9月 10日から 13日にドバイ

開催されます。ぜひ、今からカレンダーに印を付け、多く

の方のご参加を期待いたします。（プロモーションビデオ

が下記のリンクでご覧いただけます。） 

https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=

y%27s+men+international&mid=E19B0E7C83CB6D0CBB

C2E19B0E7C83CB6D0CBBC2&FORM=VIRE 

 なお、アジア太平洋地域大会と並行して、熊本ＹＭＣＡ

阿蘇キャンプにおいて、アジア太平洋地域ユース・コンボ

ケーション(Asia Pacific Area Youth Convocation、略してＡ

ＹＣ）も開催されました。ＡＹＣには 8 ヵ国 39 名が参加し、

「平和」をテーマにディスカッションやワークショップを行い

ました。また、アジア太平洋地域ユース代表の選挙も催さ

れ、石巻クラブ所属で仙台ＹＭＣＡユースボランティアリー

ダーの川上灯（あかり）さんが、地域ユース代表に選出さ

れました。 

9 月 27 日にＡＹＣオンライン報告会がありますので、お

時間のある方はぜひご参加ください。時間、ＺｏｏｍのＵＲ

Ｌなど詳細は後日お知らせいたします。 

  
田上アジア太平洋地域会長就任式。司式はエドワード・オ

ング国際会長 

 
講演する大野嘉宏ワイズと見守る西村隆夫ワイズ（ラオス

に移転予定）と小畑貴裕・東京ＹＮＣＡ国際ホテル専門学

校校長 

https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=y%27s+men+international&mid=E19B0E7C83CB6D0CBBC2E19B0E7C83CB6D0CBBC2&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=y%27s+men+international&mid=E19B0E7C83CB6D0CBBC2E19B0E7C83CB6D0CBBC2&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=y%27s+men+international&mid=E19B0E7C83CB6D0CBBC2E19B0E7C83CB6D0CBBC2&FORM=VIRE


 
熊本ジェーンズクラブと台北ユニオンクラブの IBC締結式 

 

リレー随想 

 
私と英語 

利根川恵子 

私が英語に興味を持ったのは、小学校低学年だったと

思いますが、母の英語の教科書を手に取ってからでした。

大正時代の教科書で絵も古めかしく、なぜそれほど興味

を引かれたのかは今も謎ですが、母が英語のスペリングの

上にカタカナをふって勉強した跡があり、そのカタカナを

読んで英語を話せる気分を味わっていました。 

やがて小学校中学年から高学年にかけて、当時仲良く

していた友人宅に遊びに行くと、お姉様がアメリカのポッ

プス好きで、遊びに行くたびにドーナッツ盤のレコードを

聴かせてもらい、ポール・アンカ、ニール・セダカ、パット・

ブーン等々、すっかりアメリカンポップスの虜になりました。

そして歌詞の意味を知りたくて、英語に興味を持つように

なりました。 

中学、高校では英語が得意科目となり、大学も英語が

キャンパスの公用語とされている国際キリスト教大学(ICU)

を選びました。ICU では一年生（フレッシュマン）の時に、

フレッシュマン・イングリッシュという英語の特訓があり、二

年生からの一般教養も専門科目も英語で授業が受けられ

るように指導されます。帰国子女が多数在籍する中で、公

立高校から普通に英語を勉強してきた私にとって、フレッ

シュマン・イングリッシュはかなりハードルの高いコースでし

た。それでも好きな英語が勉強できたこと、習った英語を

すぐにキャンパスで使えたことなどが幸いして、楽しい学

生生活でした。 

ICU では会議通訳法という同時通訳の勉強ができるコ

ースがありました。私はフレッシュマン・イングリッシュの終

了後、さらに英語をブラッシュアップしたかったので、この

同時通訳のコースを一年半取りました。このコースのおか

げで、国際会議のアルバイトなどのお声がかかり、学部か

ら大学院在学中に、授業の合間をぬって国際会議の通訳

のアルバイトをしたことも、実践を通して、通訳の技術を身

に付けるよい機会となりました。 

大学院修了後は公立高校の教員を経て教育行政に携

わり、さいたま市の英語教育の推進に努めました。その後、

さいたま市の国際施策担当部門で、市の国際交流と地域

の国際化施策を実施する部門に配属となりましたが、最終

的には市教委に戻り、さいたま市独自の英語教育カリキュ

ラム「グローバル・スタディー」の開発にも参加することがで

きました。この市独自のカリキュラムの成果で、さいたま市

の中学三年生の英語力は６年続けて日本一をキープして

います。 

現在も、さいたま市教育委員会で雇用している 150 名

近い外国語指導助手（ALT）のコーディネーターとして、さ

いたま市の英語教育の発展の一翼を担うことができ、喜び

と感謝にたえません。 

このように、英語を駆使する仕事に長年携わり、またワイ

ズメンズクラブ、YMCA のボランティア活動においても、通

訳・翻訳を依頼されることが多々あり、英語を使う生活が続

いております。 

いかに英語力をキープするかという質問をよく受けます

が、公私にわたり英語に接する場面が多いことが一番の

要因であることは間違いありません。さらに、私は、毎日英

字新聞を読み、日本語と英語で同じ内容の記事を取り上

げて、対応する日本語と英語の表現を覚えるようにしてい

ます。加えて、バイリンガル放送のニュースでシャドウイン

グもよく行うようにしています。 

2013 年、神経系医学の学術誌である「ニューロロジー」

に、「複数の言語を話すバイリンガル、マルチリンガルの方

は、そうでない方と比較して認知症の発症が最大５年遅

い」との研究結果が報告されました。私も後期高齢者の仲

間入りをし、記憶力や判断力が衰えてきているようなので、

この研究結果を信じて、英語の勉強に励み、ボランティア

活動にも率先して参加したいと思っています。 

 

 
（通訳ブースの様子） 

 

YMCA報告 

                         

【夏休み特別プログラム首都圏外郭放水路】 

                           河合 今日子 

8月 11日、クローバークラブは、川越ワイズメンズクラブ

の皆さんとアップ（クローバーOB）メンバー、総勢 20名で

バス旅行に出かけました。 

午前中は、春日部市にある大凧文化交流センター「ハ

ルカイト」を訪れ、見学と昼食を楽しみました。「ハルカイ

ト」という名前は、春日部の「春」と、凧の英語「カイト」を組

み合わせたものです。施設は旧・宝珠花小学校の跡地を

活用して整備されており、春日部の伝統である大凧文化

や郷土資料が展示されています。地域の伝統と文化の継



承に貢献する場として、非常に意義深い施設だと感じまし

た。 

その後、バスで約 10分の場所にある首都圏外郭放水

路へ移動しました。ここは、洪水による浸水被害を軽減す

るために建設された、世界最大級の地下放水路で、総工

費はおよそ 2,300億円とのこと。参加者一同、その金額に

驚きを隠せませんでした。 

調圧水槽と呼ばれるエリアは「地下神殿」とも称されるほ

ど神秘的な空間で、CMやドラマなどの撮影にもよく使用

されているそうです。実際に雨水が流れる施設であるため、

床には水たまりが多く見られました。ワイズの皆さんはその

壮大な景観に感動されていたようでしたが、多くの子ども

たちにとっては、水たまりのほうが魅力的だったようです。

「お母さんに怒られちゃう〜！」と言いながらバシャバシャ

と水たまりに入っていったり、「この水たまりで顔を洗いた

い！」と無邪気に言ったりする姿に、リーダーたちはヒヤヒ

ヤしっぱなしでした。 

今回のバス旅行も、川越ワイズメンズクラブの皆さんの

温かいサポートのおかげで無事に開催することができまし

た。心より感謝申し上げます。 

 

 
 

編集後記 
 今月も、このように川越クラブのブリテン「希望の鐘」が発

行出来ることを嬉しく思います。寄稿して下さった皆さんに

心から感謝します。 

 私も、熊本のアジア・太平洋地区大会に参加して、大変

良い思い出を作ることができました。来年のドバイの大会

も参加するつもりです。 

 1つの日本の問題は、人口減少ではないでしょうか。最

近の報道では、過去一年間の日本人の減少は 90万人。

それを外国人の増加40万で補っても、差し引き50万人減

っているそうです。 

 埼玉 YMCA も欠員の補充が思うように行きません。私も、

生涯現役と考えていますが、身内から、関係者に迷惑を

かけないようにと注意されています。まずは、車の免許返

上を何時にするか思案しています。でも、まずは、来月も

このブリテンの編集は担当しますので、よろしく。 

（KY） 

 


